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研究成果の概要（和文）：若年健常者21名，高齢ダーツ熟練者21名（2年以上のダーツ経験者），高齢ダーツ未
経験者21名3群に対して，ダーツ中の脳賦活状態を計測した．実験条件は，①狙う的を自身で考え，投げて刺さ
った3本の矢の合計点の計算（かけ算と足し算）し，持ち点からその点数を差し引く（引き算）通常のダーツゲ
ームパタンと，②験者側が狙う的の指示を出し，かつ刺さった矢の合計点の計算や持ち点からの引き算を行うパ
タンの2条件下とした．fNIRSの解析結果から，①条件でどの的を狙うかを考えているプランニングの際に，高齢
のダーツ熟練者は若齢者と同様の脳賦活状態となり，習慣的なダーツトレーニングの効果が確認された．

研究成果の概要（英文）：We measured the state of brain activity during darts in three groups: 21 
healthy young healthy subjects, 21 elderly skilled darts players (those who had played darts for two
 years or more), and 21 elderly inexperienced darts players. The experimental conditions were (1) a 
normal darts game pattern in which the subjects themselves thought of the target, calculated the 
total points (multiplication and addition) of the three arrows that were thrown and stuck, and 
subtracted (subtracted) the points from their points, and (2) a pattern in which the subjects were 
instructed which target to aim at, and the total points of the arrows that were stuck were 
calculated and subtracted from the points they had. The fNIRS analysis results showed that the brain
 activity of the older darts players was similar to that of the younger players during the planning 
phase, confirming the effect of habitual dart training.

研究分野：運動生理学

キーワード： cognitive function　darts　elderly people　exercise　training

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
脳機能が働いている際は左脳及び及び右脳のどちらかの主に働く片側賦活状態が若年者の典型的なパタンとされ
ている．fNIRSの解析結果から，自身で考えながらダーツを行うパタンにおいて，どの的を狙うかを考えている
プランニングの際に，高齢のダーツ熟練者は若齢者と同様の賦活パタンとなり，高齢ダーツ未熟練者と統計的に
異なる結果を得た．このことは，高齢者に於いてダーツを継続的に実施することは，実行機能の重要な要素であ
る計画時の脳の賦活パタンが若齢者と似かよることを意味しており，ダーツの実施が脳機能の維持向上に役に立
つ可能性を示唆するものである．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
高齢者における認知機能低下の予防のためには､運動だけではなく運動中に脳を活発に働か
せることが重要と考えられている｡ダーツは身体活動量そのものは決して高くはないが､そのル
ール上､足し算､引き算､かけ算という算数計算を多用しながら行うゲームであり､意図せずとも
自ずと計算課題，計画，計画の練り直し，集中などを行う大変ユニークなスポーツである｡本研
究では､高齢者用に適したウェルネスダーツを用いて､研究課題 1)6 ヶ月および 1 年間のダーツ
トレーニングによる認知機能低下抑制効果を検証すること､研究課題 2)としてダーツゲーム中
の脳の賦活状態を検証することにより､認知機能低下抑制を目的としたダーツゲームの有効性を
認知科学および脳科学の側面から検討するものである｡ 
 
 
２．研究の目的 
本研究では研究課題を 2つ設定した．1つ目がダーツトレーニングによる認知機能の向上の有
無を認知機能検査によって評価すること，2つ目は実際のダーツ課題中の脳賦活部位を fNIRS（近
赤外分光法）を用いて測定することであった．しかしながら，1つ目のダーツトレーニングの縦
断的効果については，コロナ化の影響により，実験環境を構築できず，断念した．2つ目の脳脳
賦活状態の研究について検討した． 
 
 
３．研究の方法 
ダーツトレーニング 中の脳の賦活状態の検証   
若年健常者 21名 (男性 13名，女性 7名，22.5 ± 0.8 歳)，高齢ダーツ熟練者 21 名（2年以
上のダーツ経験者男性 8名，女性 13名，75.1 ± 4.3 歳），高齢ダーツ未経験者 21 名（男性 4
名，女性 17名，74.1 ± 4.5 歳）の 3 群に対して，ダーツ中の脳賦活状態を計測した（下図）． 
実験条件は，①狙う的を自身で考え，投げて刺さった 3 本の矢の合計点の計算（かけ算と足
し算）し，持ち点からその点数を差し引く（引き算）通常のダーツゲームパタンと，②験者側（他
人によって）が狙う的の指示を出し，かつ刺さった矢の合計点の計算や持ち点からの引き算を行
うパタンの 2条件下（右）とした．脳賦活状態は NIRx 社製 NIRSport2 を用いた． 

 
 
 
４．研究成果 
脳機能が働いている際は左脳及び及び右脳のどちらかの主に働く片側賦活状態が若年者の典
型的なパタンとされている．fNIRS の解析結果（下図）から，自身で考えながらダーツを行うパ
タンにおいて，どの的を狙うかを考えているプランニングの際に，高齢のダーツ熟練者（図のｂ）
は若齢者（図の a）と類似した脳賦活パタン（脳の賦活領域が似通る）となり，高齢ダーツ未熟
練者（図のｃ）と統計的に異なる結果を得た（図のｄ）．このことは，高齢者に於いてダーツを
継続的に実施することが脳の実行機能の重要な要素である計画時の脳の賦活パタンが若齢者と
似かよることを意味しており，ダーツの実施が脳機能の維持向上に役に立つ可能性を示唆する



ものと考えられる． 

 
 
また，ダーツを実施してきている高齢者に
おいて，ダーツ中の狙うべき的の計画中の脳
の活性度とダーツ経験年数との間に有意な相
関関係が認められた（右図）．このことはダー
ツトレーニングが実行機能である計画能力を
高める可能性があることを示唆するものであ
る． 
本研究結果から，高齢者におけるダーツト
レーニングが認知機能とくに，実行機能の維
持に有益である可能性が示唆された． 
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